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鹿児島市職労の紹介

女性部常任委員会

全職場オルグ



鹿児島市職労『定数闘争』
『定数闘争』



全職場の要求書をまとめ当局へ



組合からの要求↓ 当局提示↓

鹿児島市当局から１月
の段階で配置計画の提
示があるのは、
これまでの労使関係と
市職労の組織率がほぼ
１００％に近いから。



担当役員は、交渉終了後に、その日の
発言内容をまとめて記事作り。次の日
の朝には、朝ビラを行うため、夜中ま
でかかって作成します。
また、交渉内容を職場組合員に返して、
次の交渉での作戦を立てます。

交渉翌朝には経過を組合員へ共有



職場組合員が自ら実態を訴える場

自分たちの実態をきちんと
分かってほしいと、発言原稿
を職場みんなで考えたり、
どんな順番で話すことが当
局に対して効果的か…など、
知恵を絞って、申し入れ交渉
に臨みます。



交渉ヤマ場は夜中まで・・・



実態を点検しながら交渉へつなげる



積み残し課題は春闘で追及！！



副市⾧に対して、

女性の声を訴える！！

そして賃金確定闘争へ


